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■
高
家
ス
ポ
ー
ツ
広
場
が
完
成

■
三
郷
南
部
保
育
園
が
移
転
新
築 
完
成
を
祝
う

高
家
ス
ポ
ー
ツ
広
場（
豊
科
高
家
）

の
完
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
6
月
28

日
、
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
市
や
工
事
関
係
者
な
ど
約
２
０
０

人
が
出
席
。
宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ

で
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
子
ど
も
た
ち

が
友
情
を
育は
ぐ
くむ
場
、
市
民
の
健
康
増

進
、
地
域
交
流
の
場
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
市
内
で
大

会
等
を
開
催
で
き
る
十
分
な
競
技
施

三
郷
南
部
保
育
園
移
転
新
築
工
事

が
完
了
し
7
月
2
日
、
し
ゅ
ん
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
園
舎
の
遊
戯

室
で
行
わ
れ
た
式
で
は
園
児
が
歌
を

披
露
し
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
「
緑
に
囲
ま
れ
、
北

ア
ル
プ
ス
を
望
む
、
自
然
と
調
和
し

た
保
育
園
で
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の

び
と
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

昭
和
59
年
に
建
て
ら
れ
た
旧
園
舎

設
が
な
い
こ
と
か
ら
、
リ
ト
ル
リ
ー

グ
な
ど
の
競
技
団
体
を
中
心
に
施
設

の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
整

備
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

敷
地
面
積
は
約
2
万
７
０
０
０
平

は
外
壁
が
傷
む
な
ど
の
老
朽
化
が
進

み
、
ま
た
、
未
満
児
保
育
・
長
時
間

保
育
な
ど
へ
対
応
す
る
に
は
施
設
が

手
狭
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
園
舎
は
旧
園
舎
の
約
３
０
０
メ

ー
ト
ル
南
の
場
所
に
建
設
。
敷
地
面

積
は
約
８
７
３
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、

鉄
骨
平
屋
建
て
、
延
床
面
積
は
約
１

６
８
３
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
な
ど
多
目
的
に
使

え
る
地
域
交
流
室
や
環
境
に
配
慮
し

方
メ
ー
ト
ル
、
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
サ
ッ
カ
ー
等
で
使
用
で
き
る
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
面
の
ほ
か
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
公
式
種
目
の
70
㍍
級
競

技
に
対
応
で
き
る
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
練

習
場
、
駐
車
場
な
ど
を
備
え
て
い
ま

す
。
周
辺
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
を

含
め
た
総
事
業
費
は
約
6
億
７
０
０

０
万
円
で
、
主
な
財
源
に
合
併
特
例

債
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
、
園
児
の
安

全
確
保
に
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
を
備
え

て
い
ま
す
。
定
員
は
旧
園
舎
か
ら
20

人
増
の
１
５
０
人
と
な
り
、
未
満
児

保
育
、
長
時
間
保
育
に
対
応
し
ま

す
。
用
地
取
得
等
も
含
め
た
事
業
費

は
約
８
億
６
４
８
万
円
で
、
財
源
に

は
合
併
特
例
債
な
ど
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

あいさつをする
宮澤市長

くす玉を割る、競技団体の皆さん

山々を望み緑に囲まれた新園舎

■
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
設
置

市
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
を
検
討
、
策
定
す
る
「
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の
第
１
回
会

議
が
6
月
10
日
、
県
安
曇
野
庁
舎
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
委
員
は
、
有
識
者

や
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
保
育
園
保
護
者
の

代
表
な
ど
で
構
成
。
宮
澤
市
長
か
ら

委
員
に
委
嘱
書
が
手
渡
さ
れ
た
後
、

委
員
長
に
は
、
古こ
ば
や
し林
康や
す
え江
さ
ん
（
県

臨
床
心
理
士
会
・
子
育
て
支
援
担
当

理
事
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
子
育
て
環
境
の

充
実
は
不
可
欠
。
未
来
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
計
画
を
ま
と
め
て
欲

し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
国
が
平
成
27
年
4
月

か
ら
始
め
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
に
合
わ
せ
、
市
の
実
情
に
合

わ
せ
た
子
育
て
支
援
事
業
や
幼
稚

園
・
保
育
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
幼
稚
園
・
保

育
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
長
時

間
保
育
、
短
時
間
保
育
な
ど
保
護
者

の
要
望
に
合
わ
せ
た
支
援
が
で
き
る

よ
う
、
幼
稚
園
と
保
育
園
の
両
方
の

機
能
を
併
せ
持
っ
た
「
認
定
子
ど
も

園
」
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討

し
ま
す
。

今
後
、
支
援
事
業
な
ど
の
検
討
を

進
め
、
本
年
12
月
ま
で
に
計
画
案
を

ま
と
め
る
予
定
で
す
。

あいさつをする古林委員長

皆さんの「安曇野らしさ」を教
えてください

市のシンボルマーク
制作のための意見募集

市 では、このたび安曇野市のシンボルマーク
を新たに制作します。安曇野の魅力や将来

性をイメージしたデザインを基調とし、多くの皆
さんに「安曇野らしい」と感じていただけるマー
クを制作することを目指しています。

そこで、市民の皆さんが考える「安曇野らしさ」
について、広く意見やイメージを募集します。お
寄せいただいた意見は、今秋に一般公募するデザ
インの基礎資料として活用させていただきます。

市章とシンボルマーク
市章は、条例で定められているものや公式行事

などで引き続き使用します。シンボルマークは、
安曇野のイメージを発信するデザインとして、行
政だけでなく、民間企業などでも使用できる予定
です。

●意見募集の内容
シンボルマーク等のデザインに表現したい、次

に示す「安曇野の良さ」「安曇野らしさ」などを
お寄せください。

・好きなところ
・住み続けたい理由
・人に自慢したい資産
・これが安曇野だ！という物・風景（写真可）

●応募方法
8 月 20 日（水）までに、郵便（当日消印有効）、ファ

クス、電子メールでご応募ください。様式、参加
資格は問いませんが、住所、氏名、電話番号をご
記入ください。※写真は返却しません。
問い合わせ・送付先

〒 399‐8303　安曇野市穂高 6658
穂高支所内観光交流促進課
482・3131 ㈹ 682・6622
mkankokoryu@city.azumino.nagano.jp

【事例：旧明科町の場合】

町章 シンボルマーク

意 見
募 集


